
1 主　旨 （１）広く県内外のチームを招待し、静岡地区の全チームが参加できる大会を開催
することによって、多くのチームに交流・親睦と技術発展の場を提供し、
ミニバスケットボールの普及・発展に寄与する。

（２）チャンピオンリーグとチャレンジリーグの大会形式によって、スポーツが
本来持ち合わせている『競う』ということと、『友情・ほほえみ・フェア
プレイの精神』を実践・体感してもらう。

2 期　日 チャレンジリーグ　　：　平成２８年７月１６日（土）、１７日（日）
チャンピオンリーグ　：　　　　　　７月２３日（土）、２４日（日）

3 会　場 ７月１６日(土)
　静岡市長田体育館　ほか
７月１７日（日）
　静岡市東部体育館　ほか

７月２３日（土）
　静岡市長田・南部体育館　ほか
７月２４日（日）
　このはなアリーナ（草薙体育館）　ほか

4 参加チーム 【チャレンジリーグ】
　招待チーム：各地区推薦チーム　ほか
　静岡地区　：シャンソンカップの順位にて決定

【チャンピオンリーグ】
　招待チーム：各地区推薦チーム　ほか
　静岡地区　：シャンソンカップの順位にて決定

5 試合規則
(１)日本バスケットボール協会ミニバスケットボール競技規則に則る。
(２)マンツーマンディフェンスで行うこと。なお、原則、コミッショナーは設けないが、

コミッショナーの育成のため設ける場合がある。
(３)試合ボールは単色の皮革製品を使用し、出場チームの持ち寄りとし、主審が決定する。
(４)試合時間は 6-(1)-6-(5)-6-(1)-6 とする。

次試合チームにハーフタイムの練習は、認めない。

試合中のチームは第３クオーター開始１分前まで認める。
(５)各試合間は、原則10分とする。
(６)各チームは前試合のハーフタイムまでに自チームの登録選手及びコーチ名をスコアシートに

記入する。試合前に相手チームへメンバー表を渡す。
(７)コーチは、ＩＤカードをつける。スコアシートへのサインはしない。

（試合中はＩＤカードをつけたコーチのみ立ち続けて選手を指導することができる。）
(８)選手のチェックは、審判が試合１分前に選手を並べ、オフィシャルが背番号を確認する。
(９)トーナメント戦で、１回目の延長でも同点だった場合、再延長は２点先取したチームを勝ちとする。
(10)チャレンジリーグは、１チーム７人以上で出場可とする。
(11)チャレンジリーグで、１５名以上出場する場合、ユニフォームと同色のビブスなどでも可とする。
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6 試合方法

7 表　彰

8 開閉会式
(１)男女とも1日目の第２試合終了後に、各会場にて開会式を行う。
(２)２日目全日程終了後、各会場にて閉会式を行う。

9 リーグ戦順位決定方法
(１)第４クオーター終了時同点の場合は引き分けとする。

(３)勝ち点が同じ場合には、得失点差の大きいチームを上位とする。
(４)得失点差も同じ場合は、総得点の多いチ－ムを上位とする。
(５)総得点も同じ場合は、監督による抽選にて順位を決定する。

※各項目で２チームに絞られた場合は直接対決での勝者を上位とする。

10 その他
(１)審判は、１日目は原則帯同、２日目は帯同・指名で行います。
(２)中日新聞がホームページに載せる資料として、試合の写真を撮影することがあるので、

 ご承知おきください。写真の掲載等を承諾しないチームは、大会当日お知らせください。

(２)チャンピオンリーグ
　　１日目は、３チームによるリーグ戦を行う。
　　２日目は、１日目の結果により１～３位のグループに分け、３チームのリーグ戦を行い順位を
　　決定する。
　　１位リーグは、２ブロックの１位同士で決勝戦を行う。

(１)チャレンジリーグ
　　２日目、各リーグの１位チームを表彰する。

(２)各リーグ勝ち点制とし、勝ちは２点、引分けは１点、負けは０点とし、勝ち点の多いチームが
    上位とする。

※２位Gr、３位Grの組み合わせは、１日目の結果により同会場内で変更になることがあります。
  (できるだけ他地区との交流を図るため）

(３)各チーム、優秀選手２名（ＭＶＰ賞・ＭＩＰ賞）を選出し、表彰する。

(２)チャンピオンリーグ
　　２日目、両ブロックの１位リーグ１位同士による決勝戦の優勝、準優勝チーム、
　　２位・３位リーグの１位チームをそれぞれ表彰する。

※組み合わせは、１日目の結果により変更になることがあります。
　(できるだけ他地区との交流を図るため）

(１)チャレンジリーグ
　　１日目は、３チームのリーグ戦を行う。
　　２日目は、１日目の結果により３チームのリーグ戦を行い順位を決定する。


